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（１） 幼穂形成期及び出穂期予想と穂肥時期・施肥量の目安 （令和 7 年 6 月 19 日現在） 
 

品種名 幼穂形成期 出穂期 
10ａ窒素成分 
（2 回の合計） 

施用時期の目安 ＊（ ）は出穂前日数 

1 回目 2 回目 

ゆき みら い 6 月 24 日 7 月 17 日 5～6 ㎏ 6/24～26 （23） 7/041111（13） 

五 百 万 石 6 月 24 日 7 月 17 日 1～2 ㎏ 6/27～26 （20） 7/051111（12） 

わ た ぼ う し 6 月 27 日 7 月 20 日 2～3 ㎏ 6/28～30 （22～20） 7/08～10 （12～10） 

ゆきん子舞 6 月 29 日 7 月 22 日 5～6 ㎏ 6/27～29 （25～23） 7/081111（14） 

こ し い ぶ き 6 月 29 日 7 月 22 日 2～3 ㎏ 6/29～05 （23） 7/081111（14） 

ゆ き の 精 6 月 29 日 7 月 22 日 2～3 ㎏ 6/27～7/2（25～20） 7/08～12 （14～10） 

た か ね 錦 6 月 30 日 7 月 23 日 1～2 ㎏ 7/03～05 （20～18） 7/09～13 （14～10） 

こがねもち 7 月 05 日 7 月 28 日 1～3 ㎏ 7/10～13 （18～15） 7/181111（10） 

コ シ ヒ カ リ 7 月 10 日 8 月 02 日 1～3 ㎏ 7/15～18 （18～15） 7/231111（10） 

にじのきらめき 7 月 10 日 8 月 02 日 2～5 ㎏ 7/03～08 （30～25） 7/19～14 （14） 

※ 早生品種は５月１日～５日、中生品種は５月１０日～１５日移植を想定して予想しています。  

必ず、ほ場ごとに生育診断 ＝“幼穂を確認”してから「穂肥時期・施肥量」を判断して下さい。 
 

（２） 幼穂長と出穂前日数の目安 

 

 

 

 
 

 
 

（３） １回目穂肥施用時の生育量の目安 （主要品種） 

項 目 

草丈（㎝） ６５ ５８ ６５ ６５ ６５ ５５ ６０ ６５ 

茎数（本/株） ３０ ２８ ２５ ２８ ２４ ２５ ２２ ２２ 

葉数（葉） １０．５ １０．７ １１．０ １０．５ １０．５ ９．７ １１．０ １１．０ 

葉色（SPAD） ３７～３９ ３５～３７ ３５ ４０～４３ ３８ ４１ ３８ ３９ 

病害虫 葉いもち・紋枯病 等が発生していない 

    

 
    

 

 

 

 
                       
 

 田面の高い部分が隠れる程度まで入水！ 

 根の機能維持のため、湛水期間は 2 日以内！ 

 入水完了から２日以内に水尻を払って落水！ 

                                   

 

 
 

 

 
 
 
 

（１）葉いもち病 →  

  いもち病は、感染（長時間の濡
ぬ

れ＝感染好適条件の発現）から約１週間後に病斑を確認することができます。 

発生しやすい地域（中山間地・沢地等）や品種、前年に多発生したほ場内をこまめに観察して、葉いもちの

発生を確認した場合には早急に薬剤防除を実施して下さい。なお、今後の天候次第（高温・湿潤条件）では

発生・被害が拡大する恐れがありますので、注意して下さい。 

※【＊】のゴウケツ剤・ブラシン剤は、特別栽培米に使用できません‼ ご注意ください。 

（２）

    気温の上昇とともに、カメムシ類の発生密度（確認地点率）が高まってきています。 

→ 本田内（ヒエ･ホタルイ）および農道･畦畔（イネ科雑草）の雑草管理（草刈り･除草剤

散布）を徹底することにより、斑点米カメムシ類の発生密度を抑制しましょう！ 

 
  

いもち病 

カスミン液剤 1,000 倍 

ゴウケツ 1 キロ粒剤【＊】 1kg/10a  

ブラシンフロアブル・粉剤【＊】 

 「小ヒビ中干し」→「浅水の間断灌水」→「飽水管理」を徹底‼

「小ヒビ」の目安 “浅水の間断灌水”のイメージ 

出穂前日数 

（日） 

幼穂長 

（㎝） 

２４ ０．１ 

２０ ０．２ 

１８ ０．５～１．０ 

１２ ４．０～６．０ 

 

落水（3～5 日）

②湛水（1～2 日）

③落水
①入水

 

 

 

 

 
６月上旬以降、平年に比べて気温は高く、向こう 1 ヶ

月も高い見込みとなっています。6/19 現在のコシヒカリ

の生育は平年に比べて茎数はやや少なく、葉齢の進みは

早まっています。幼穂形成期・出穂期は、成熟期の早晩

を問わず平年より「2日程度 」

 

 

 

地区 田植日 
草丈 
（㎝） 

茎数 
（本/㎡） 

葉数 
（葉） 

葉色 
（SPAD） 

北 部 5/0６ 40.8 397 8.8 42.0 

中 部 5/08 39.6 372 8.6 40.7 

こ し じ 5/14 38.6 299 8.5 41.9 

平 均 5/08 39.9 367 8.7 41.7 

6/20 指標値 5/09 37.0 400 8.2 39.0 

 

                  №８ 「 ～ 」  
ＪＡえちご中越 さんとう営農センター  

     TEL（０２５８）４１－２８８７  

～～営農情報のお問い合わせは、お気軽に最寄りの営農センターへ～～ 
次回稲作情報：７月初旬「生育状況、穂肥対応、病害虫対策」（予定） 

 

 

 

③落水

 

②湛水（1～2 日）

©ワンジャ 

①入水

 

 

 

 

 

補植苗の撤去は

終わったかな？ 

周りをもう 1 回

チェックじゃ！ 

 


